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見された，８世紀の < 陀羅尼経咒 > である．中央に小




　日本では「正倉院の < 宝相華文 > であろう．これは
東大寺大仏殿の庇を飾る模様の型として…< 鸚鵡蠟纈屏
風 >< 羊木蠟纈屏風 > など動植物のさまざまな文様が
染め抜かれている(2)」が最古のものといえる．
　欧州で木版の最古のものは，フランスで発見された
< プロタの版木による近年の刷り >（1300 年頃）で
キリストの磔刑の一部が彫られ，チロル地方で作ら



























花とマント 独唱 Pf.1903 独唱 Orch.(未)
鏡 Pf.1904-5 洋上 Orch.1906 道化師 Orch.1918
序奏とアレグロ Quart.Fl.Cl.Hrp.1905 Pf.2台1906
スぺイン狂詩曲 Orch.1907-8 Pf.4手1907
スペインの時 歌劇 1907-9 Pf.1908 Orch.1911
マ・メール・ロワ Pf.4手1908-10 Orch.1911 バレエ 1911
民謡集 独唱 Pf.1910 ヘブライの歌 1923-24
高雅で感傷的なワルツ Pf.1911 Orch.1912 バレエ 1912
ダフニスとクロエ バレエ Pf.1910 Orch.1912 Pf.1912
２つのヘブライの歌 独唱 Pf.1914 Orch.1919
クープランの墓 Pf.1914-17 Orch.1919 バレエ
ラ・ヴァルス Orch.1919-20 Pf.独奏版Pf.2台版バレエ1919-20
ロンサールここに眠る 独唱 Pf.1923-24 Orch.1935
ツイガーヌ演奏会用ラプソディ Vn.Pf.1924 Vn.Orch.1924
子供と魔法 歌劇 1920-25 Pf.版 Orch.1925
マダガスカル島民の歌 独唱 Fl.Vc.Pf.1925-26 Pf.1926
夢 独唱 Fl.Vc.Pf.1925-26 Pf.1926
フアンファーレ バレエ Orch.1927 Pf.4手1929

















































斎の < 冨嶽 36 景甲州石班沢 > では左上りになっている．
広重の < 名所大はし あたけの夕立 > では２枚の版木を
使って濃淡２色の墨で摺り，これらの線が重なり合い交
叉することで凄まじい雨脚の音が聞こえてくる作品で
ある．広重は < 名所江戸百景深川洲崎十万坪 > では，
鳥の目線で冬化粧の水辺の陸地を空撮している．北斎






























































































　頬杖をついて座る人物像としてロダンの < 考える人 >
が連想されるが，菩薩 < 菩薩半跏像 >，ミケランジェ
ロ < 預言者エレミア > 等の瞑想的な思索の表現にも共
通している．デューラーは後に < 苦悩するキリスト > 





　< 十字架降下 > と題する版画を創作した画家として，




































































作 < 大受難伝 > を生んだ．マンテーニャ派の版画の
< オルフェウスの死 > では左右から二人が暴力で襲い
かからんとし，オルフェウスの右手は地について防御し
ている．デューラーの木版画連作 < 大受難伝 > にお




















































委嘱で作曲された．速度は冒頭の Tempo di Bolero 
moderato assai の標語と４分音符 =72 以外，何もない．
旋律は A16 小節と１拍，B16 小節と１拍を繰り返す．
和声はハ長調を基調にしているが，最後の８小節のみホ
長調に転調しプラガル終止で閉じられる．コントラバス
はハ長調の主音 c，属音 g が全 340 小節のうち 331 小節
あり，転調した e.h，プラガル終止の f 以外の音はない．







































　構成： １．《Nahandove ナアンドーヴ》２．《Aoua !おー
い！》３．《ReposIl est doux…は快い》
































































　1 の６拍子の前半を M1，後半を M2［譜例２］とする．
3 に M1 が同型で表れ，の前半では M1 の完全４度下，














短２度上で， では Vc. パートに減４度下と短２度
上で連続して表れる．併せてから M6［譜例６］が表
れ，３度繰り返される．から M7 M8［譜例７］が連
続して組成される． M7 M8  / M7 M8  / M8 M8 / M7 
M8 M8 / M7 M8  / M7 M8 M8 / M7 M8 M8 / M7 M8  / 
M7 M8  / M7 M8 M8 / M7 M8  / M8 M8 の順に出て
まで繰り返される．この順列は，M7 M8  ，M8 M8 ， M7 
M8 M8 の組み合わせのまとまりが考えられる．では






































として３回 ff で打ち鳴らされる．6 に M2［譜例９］が
表れ同型で 16 小節間 繰り返される．これに重ねて同





















11］になり 7 の２つの長７度＝減８度の重音が M2［譜
例 12］になる．9 の前拍から歌声部が始まり，から
M1 が繰り返されて表れ，同様にで M2 が表れる．
から鳥の鳴き声の音型が M3 となり，     
に同音で繰り返され，にはまた別の音型 M4 が， 
では M5 と M6 が表れ，は M4，は M5，は M4
が組み合わされる．［譜例 13］から変ニ長調の調号で














































の歌詞は「ils parlèrent enfin d’obèissance et d’esclavage.
最後には，服従と奴隷を解いた」と白人の傲慢な騙しに
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